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中
央
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
の
皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
１
、
こ
の
度
の 

私
共
の
二
十
周
年
記
念
俳
句
募
集
に
、
一
人
で
も
多
く
の
方
々
の
俳
句
を
寄
せ

て
頂
き
た
く
、
初
め
て
俳
句
を
作
る
た
め
の
手
引
書
を
作
り
ま
し
た
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ご
参

考
に
お
読
み
く
だ
さ
い
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（
１
）
俳
句
は
誰
で
も
出
来
る
。 

俳
句
は
、
誰
で
も
出
来
る
や
さ
し
い
文
芸
で
す
。 

何
処
に
い
て
も
出
来
る
楽
し
い
も
の
で
す
。
仕
事
中
で
も
、
電
車
の
中
で
も
、

商
談
中
で
も
作
れ
る
の
が
俳
句
で
す
。
目
の
前
に
見
え
る
も
の
、
頭
の
中
に
見

え
る
も
の
、
何
で
も
材
料
に
な
り
ま
す
。
只
俳
句
は
一
七
文
字
、
五
七
五
で
綴

る
短
詩
の
た
め
、
少
し
約
束
事
が
あ
り
ま
す
。
な
に
其
れ
も
大
し
た
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

 

（
２
）
俳
句
は
季
語
（
季
題
）
を
一
つ
使
う
。 

 
 

俳
句
は
「
季
語
」
を
原
則
一
つ
織
り
込
み
ま
す
。
俳
句
は
短
詩
で
す
か
ら
、

省
略
の
一
手
段
と
し
て
、
季
語
が
活
躍
す
る
わ
け
で
す
。
こ
の
季
語
の
入
っ
た

俳
句
を
「
有
季
俳
句
」
と
い
い
、
こ
れ
が
俳
句
の
基
本
で
す
。
季
語
が
省
略
の

働
き
を
す
る
の
は
、
日
本
人
が
歴
史
の
中
で
身
に
付
け
て
き
た
自
然
、
人
事
、

生
活
、
動
植
物
に
対
す
る
感
情
、
見
方
等
を
表
す
か
ら
で
、
説
明
が
省
け
る
わ

け
で
す
。
俳
句
を
読
む
に
は
、
季
語
の
理
解
が
無
く
て
は
叶
い
ま
せ
ん
。
季
語

を
集
め
た
「
歳
時
記
」、
ま
た
は
簡
略
化
し
た
「
季
寄
せ
」
を
お
手
元
に
一
册

備
え
ま
し
ょ
う
。 

 

（
３
）
歳
時
記
（
季
寄
せ
）
と
は
？ 

 

俳
句
の
歳
時
記
は
旧
暦
、
陰
暦
に
よ
り
新
年
お
よ
び
春
夏
秋
冬
を
３
ケ
月
ご

と
大
別
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
春
は
、
二
月
四
日
ご
ろ
が
立
春
で
、
終
り
は
五

月
六
日
ご
ろ
で
、
ご
存
じ
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

 

俳
句
は
、
こ
の
春
夏
秋
冬
に
従
い
、
目
の
前
の
景
を
詠
う
も
の
で
す
が
、
こ

の
こ
と
を
当
季
詠
、
ま
た
は
当
季
雑
詠
と
言
い
、
基
本
の
一
つ
で
す
。
ま
た
俳

句
は
、
今
（
過
去
、
現
代
、
未
来
の
今
）
の
景
を
詠
い
ま
す
の
で
、
日
記
、
生

活
史
の
働
き
も
し
ま
す
。 

 

（
４
）
俳
句
は｢

有
季
定
型｣

が
基
本
で
す
。 

俳
句
は
、
五
・
七
・
五
の
十
七
字
を
定
型
と
し
、
季
語
を
一
つ
使
う
、
こ
れ

を
有
季
定
型
と
云
い
、
俳
句
の
基
本
で
す
。
有
名
な
「
古
池

５

や
蛙７

飛
び
こ
む
水５

の
音
」
も
、
こ
の
基
本
が
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
基
本
に
つ
き
、
俳
句
を
詠

む
人
は
大
変
な
努
力
を
し
て
お
り
ま
す
。
た
だ
定
型
を
外
れ
る
句
も
沢
山
あ
り

ま
す
。
五
七
五
を
超
え
れ
ば
「
字
余
り
」
不
足
す
れ
ば
「
字
足
ら
ず
」、
ま
た

こ
れ
ら
を
破
調
句
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 

（
５
）
字
余
り
は
、
上
五
に
。 
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俳
句
は
十
七
音
、
五
七
五
の
定
型
詩
だ
が
、
字
余
り
、
字
足
ら
ず
が
、
作
中

往
々
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
〈
風
の
余
燼
の
落
葉
月
夜
と
な

り
け
ら
し
〉
（
石
原
八
束
の
代
表
作
）
の
「
風
の
余
燼
の
」
は
七
音
で
二
音
多

く
、
こ
れ
が
字
余
り
。
筆
者
は
、
字
余
り
は
、
上
語
に
持
っ
て
行
く
よ
う
に
と

教
え
ら
れ
ま
し
た
。
理
由
は
口
唱
リ
ズ
ム
を
調
え
易
い
か
ら
で
す
。
又
字
足
ら

ず
は
助
詞
助
動
詞
等
で
補
う
と
良
い
と
も
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
６
）
有
季
俳
句
と
無
季
俳
句
に
つ
い
て
。 

俳
句
は
季
語
を
一
つ
使
用
す
る
と
い
い
ま
し
た
が
、
十
七
文
字
の
中
に
こ
の

季
語
の
入
っ
て
い
る
俳
句
が
有
季
俳
句
で
、
俳
句
の
大
事
な
約
束
ご
と
。
大
方

は
こ
の
原
則
に
立
っ
て
作
品
を
詠
ん
で
い
ま
す
。
初
心
者
の
守
り
た
い
一
事
で

す
。
何
事
も
原
則
に
対
し
例
外
が
あ
る
よ
う
に
、
俳
句
で
も
季
語
を
使
わ
な
い

「
無
季
俳
句
」
が
あ
り
、
戦
前
俳
句
革
新
運
動
に
乗
る
一
派
の
形
成
が
あ
り
ま

し
た
が
、
現
在
で
は
、
有
季
俳
句
大
勢
と
考
え
て
良
い
で
し
ょ
う
。 

 

（
７
）
切
字

き

れ

じ

を
一
つ
使
う
。 

切
字
は
俳
句
の
大
切
な
用
法
で
、
こ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
内
容
を
深
め
、

ま
た
作
者
の
意
を
強
調
し
た
り
、
暗
示
し
た
り
、
調
子
を
整
え
た
り
の
働
き
を

し
ま
す
。
代
表
格
と
し
て
「
や
」
「
か
な
」「
け
り
」
が
あ
り
ま
す
。
一
例
、
芭

蕉
の
〈
古
池
や
蛙
飛
び
こ
む
水
の
音
〉
の
古
池
や
の
「
や
」
が
そ
れ
で
、
一
七

文
字
を
区
切
り
、
強
調
、
暗
示
の
働
き
を
し
て
い
ま
す
。
但
し
、
切
字
の
二
つ

以
上
の
使
用
は
分
裂
俳
句
と
な
り
、
逆
に
意
を
弱
め
る
の
で
禁
じ
手
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

 （
８
）
俳
句
は
一
句
一
章･

二
句
一
章
の
ど
ち
ら
か
。 

 

俳
句
は
、
一
句
一
章
か
二
句
一
章
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
句
一
章
は
一
物
仕

立
て
と
も
云
わ
れ
、
季
語
を
表
現
し
て
、
上
五
か
ら
下
五
ま
で
読
み
下
す
俳
句

で
す
。
例
句
で
確
認
し
て
下
さ
い
。 

〈
白
牡
丹
と
い
ふ
と
い
へ
ど
も
紅
ほ
の
か
〉 

虚
子 

 

一
方
、
二
句
一
章
は
、
二
つ
の
物
の
配
合
で
イ
メ
ー
ジ
、
想
い
の
展
開
を
図

る
手
法
で
す
。
こ
れ
は
一
句
の
中
に
、
切
字
ま
た
は
切
れ
を
一
カ
所
作
る
事
で
、

句
を
二
分
す
る
こ
と
で
そ
の
内
容
が
作
用
し
合
い
、
響
き
合
う
事
で
効
果
的
に

詩
情
を
高
め
る
手
法
で
す
。
こ
れ
も
例
句
で
見
よ
う
。 

〈
艦
と
い
ふ
大
き
な
柩
沖
縄
忌
〉 

 
 
 

夫
佐
恵 
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（
９
）
吟
行
に
つ
い
て
。 

吟
行
。
字
面
か
ら
も
、
詠
い
行
く
と
読
め
る
よ
う
に
、
俳
句
作
り
の
一
つ
と

し
て
、
戸
外
に
出
て
、
名
所
旧
跡
に
限
ら
ず
、
句
作
り
の
感
動
、
体
験
等
を
得

る
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。
独
り
で
も
グ
ル
ー
プ
で
も
よ
く
、
グ
ル
ー
プ
の
場

合
、
現
地
で
句
会
を
持
つ
こ
と
も
一
般
化
し
て
お
り
、
句
作
り
の
楽
し
み
の
一

つ
と
し
て
加
え
る
こ
と
も
良
い
で
し
ょ
う
。
自
然
に
親
し
み
、
又
世
の
中
の
動

き
に
も
触
れ
る
こ
と
で
、
視
野
を
広
げ
る
こ
と
に
も
な
り
、
句
の
幅
を
広
げ
る

上
で
も
、
大
事
で
す
。 

 

 

（
１
０
）
句
会
に
つ
い
て
。 

俳
句
会
を
略
し
て
句
会
と
通
称
し
て
い
ま
す
。
短
歌
の
会
を
歌
会
と
言
う
の

と
同
じ
。
文
芸
は
基
本
的
に
個
人
的
作
業
で
す
が
、
俳
句
は
同
好
者
が
一
堂
に

集
い
、
お
互
い
の
作
品
を
選
し
批
評
し
あ
い
、
腕
を
磨
い
て
い
く
の
が
一
般
的
。

句
会
は
全
国
の
ど
こ
に
で
も
在
る
の
で
、
積
極
的
に
参
加
し
よ
う
。
独
学
の
人

も
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
独
り
よ
が
り
の
作
品
に
な
り
が
ち
が
難
点
で
と
い

え
ま
し
ょ
う
。 

 

（
１
１
）
具
体
的
に
句
会
は
こ
ん
な
も
の
で
す
。 

句
会
―
主
催
者
（
師
、
幹
事
等
）
の
兼
題
（
事
前
に
選
ん
だ
季
題
を
言
う
）

を
連
衆
（
参
加
者
）
が
事
前
に
詠
ん
で
、
当
日
無
記
名
で
発
表
。
こ
の
と
き
使

用
す
る
の
が
、
白
紙
の
短
冊
。
普
通
二
句
か
ら
一
〇
句
位
を
詠
む
。
句
座
の
大

小
ま
た
は
主
催
者
の
考
え
で
句
数
を
決
め
ま
す
。
句
会
は
こ
の
出
句
か
ら
始
ま

り
、
清
書
→
清
記
と
言
う
ー
者
が
書
く
こ
と
で
作
者
名
を
見
え
な
く
し
、
選
句

に
入
る
。
こ
れ
を
互
選
、
一
般
選
と
言
う
。
こ
れ
と
は
別
に
主
催
者
の
選
句
が

先
生
選
で
、
当
日
の
入
選
句
と
な
り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
に
も
似
た
ス
リ
ル
、
快

感
が
生
ま
れ
る
と
申
し
ま
す
。 

 （
１
２
）
続
句
会
に
つ
い
て 

清
記
を
連
衆
全
員
に
回
覧
し
、
選
句
が
終
わ
る
と
、
句
会
の
山
場
の
披
講
（
選

句
を
発
表
す
る
こ
と
）
に
入
り
ま
す
。
披
講
者
は
ベ
テ
ラ
ン
に
一
任
す
る
場
合

と
各
人
の
場
合
が
あ
り
、
大
句
会
は
、
ほ
ぼ
特
定
の
披
講
者
に
委
ね
る
よ
う
で

す
。
そ
れ
は
、
主
に
句
会
の
進
行
と
、
は
っ
き
り
読
ん
で
貰
う
た
め
。
句
会
の

披
講
は
句
会
を
盛
り
上
げ
、
成
功
さ
せ
る
上
で
重
要
な
も
の
。
披
講
が
始
ま
る

と
句
会
は
張
り
つ
め
た
空
気
が
流
れ
ま
す
。
連
衆
全
員
の
至
福
の
一
刻
。
な
お

句
会
の
大
小
は
、
大
凡
３
０
人
以
上
が
大
句
会
、
そ
れ
以
下
は
中
小
句
会
と
考

え
て
良
い
で
し
ょ
う
。 

 



 

5 

 

（
１
３
）
月
並
俳
句
に
つ
い
て 

こ
の
言
葉
は
、
正
岡
子
規
が
、
旧
来
の
俳
句
に
対
し
用
い
た
も
の
で
、
月
並

俳
句
、
略
し
て
月
並
と
し
て
否
定
し
た
も
の
。
日
常
用
語
と
し
て
も
、
今
日
定

着
し
て
い
る
通
り
。
こ
れ
は
、
江
戸
末
期
の
俳
句
が
月
の
一
定
日
に
行
わ
れ
、

宗
匠
に
よ
る
高
点
取
り
、
人
気
取
り
等
で
、
点
取
俳
句
と
揶
揄
さ
れ
る
無
気
力

俳
句
に
落
ち
入
っ
た
も
の
を
指
し
て
お
り
、
俳
句
を
評
す
る
に
、
月
並
だ
と
言

え
ば
、
こ
れ
は
陳
腐
だ
、
つ
ま
ら
ぬ
と
言
わ
れ
た
事
に
な
り
ま
す
。 

 （
１
４
）
月
並
俳
句
か
ら
写
生
へ
、
現
代
俳
句
の
始
ま
り 

月
並
か
ら
写
生
へ
→
俳
句
は
芭
蕉
後
、
蕉
風
尊
重
が
中
心
だ
っ
た
が
、
解
釈

か
ら
多
数
の
流
派
が
生
ま
れ
、
特
に
江
戸
俳
句
中
興
の
蕪
村
、
一
茶
以
降
、
宗

匠
の
利
権
化
が
進
み
、
自
派
拡
張
、
大
衆
迎
合
、
遊
興
化
、
点
取
に
身
を
や
つ

す
等
パ
タ
ー
ン
化
し
た
。
今
日
の
俳
句
は
、
月
並
を
否
定
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始

ま
っ
た
と
い
え
ま
す
。
す
な
は
ち
子
規
の
写
実
、
感
情
、
芸
術
性
等
絵
画
の
写

実
を
ヒ
ン
ト
に
し
た
写
生
句
な
る
べ
し
と
の
俳
論
が
、
今
の
俳
句
確
立
の
基
礎

と
し
て
生
き
て
い
ま
す
。 

 （
１
５
）
俳
句
は
推
敲
が
命
で
す
。 

 

俳
句
は
見
た
も
の
、
感
じ
た
も
の
を
句
帳
に
記
入
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
こ
れ
が
初
稿
で
す
。
こ
れ
は
メ
モ
的
も
の
で
、
内
容
、
用
法
、
季
語
は

ど
う
か
等
チ
ェ
ッ
ク
し
、
作
品
の
完
成
度
を
高
め
ま
す
。
こ
の
推
敲
が
俳
句
の

命
で
す
。 

例
→
六
月
一
日
は
鮎
の
解
禁
日
、
わ
が
家
の
前
川
に
も
、
早
速
釣
人
が
並
ぶ
。 

① 

鮎
解
禁
顔
ぶ
れ
去
年
と
同
じ
か
な 

 

と
浮
か
ん
だ
。
こ
れ
が
素
案
句
、
よ
り
完
成
へ
と
推
敲
に
入
る
。
い
つ
、
何

処
等
の
五
Ｗ
、
ま
た
句
の
調
子
、
景
色
が
見
え
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
。
素
案
に
動

き
、
全
体
が
今
一
つ
で
あ
る
。 

② 

鮎
釣
に
去
年
の
顔
ぶ
れ
並
び
け
り 

 

と
中
七
を
入
れ
替
え
、
下
五
に
景
が
見
え
る
具
体
的
言
葉
を
入
れ
た
。
上
五

も
説
明
的
と
元
に
戻
す
。
成
句
と
す
る
。 

去
年
は
「
こ
ぞ
」
。 

③ 

鮎
解
禁
去
年
の
顔
ぶ
れ
並
び
け
り 

守
信 

 

（
１
６
）
舌
頭
千
遍
、
口
唱
す
る 

 

こ
れ
は
、
私
が
初
学
の
頃
に
先
輩
俳
人
か
ら
教
え
ら
れ
た
一
つ
で
、
出
来
た

作
品
を
舌
頭
に
乗
せ
、
口
承
し
て
み
よ
、
良
い
作
品
に
な
っ
て
い
れ
ば
リ
ズ
ム

良
く
舌
頭
を
転
が
る
は
ず
だ
、
若
し
流
れ
に
問
題
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
未
だ 

推
敲
の
余
地
が
あ
る
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る､

と
云
う
も
の
で
し
た
。
良
き
俳
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句
は
リ
ズ
ム
良
く
口
唱
出
来
る
と
云
う
わ
け
で
す
。 

 （
１
７
）
俳
句
は
倦
ま
ず
弛
ま
ず 

 
 
 
 
 
 

俳
句
に
も
、
ス
ラ
ン
プ
が
あ
り
ま
す
。
一
応
の
レ
ベ
ル
に
達
し
た
も
の
者
が

陥
る
点
で
、
他
の
芸
事
、
技
能
と
同
じ
と
言
え
ま
す
。
あ
る
時
「
詠
め
な
く
な

っ
た
」
、「
難
し
い
」
と
嘆
く
仲
間
に
対
し
、
師
事
す
る
文
挾
先
生
は
、「
だ
か

ら
止
め
ら
れ
な
い
。
」「
易
し
か
っ
た
ら
す
ぐ
飽
き
る
。
」
と
諭
さ
れ
た
。
け
だ

し
至
言
で
、
倦
ま
ず
弛
ま
ず
が
、
特
に
俳
句
作
り
の
要
諦
と
言
え
ま
す
。
ち
な

み
に
文
挾
先
生
は
、
今
年
九
十
九
才
の
現
役
俳
人
で
、
南
甲
俳
句
会
が
長
く
指

導
頂
い
た
現
俳
壇
の
老
大
家
。
余
談
な
が
ら
今
年
の
蛇
笏
賞
受
賞
の
人
。 

 （
１
８
）
作
句
へ
の
芭
蕉
の
警
句
、
至
言
（
１
）
取
合
せ 

俳
句
は
取
合
せ
な
り
→
季
語
と
詠
み
た
い
景
を
組
み
合
せ
て
作
句
す
る
こ

と
。
一
般
に
「
二
物
衝
撃
」
と
言
い
、
季
語
と
異
な
る
世
界
を
取
合
せ
て
作
る

こ
と
で
す
。
芭
蕉
句
で
み
よ
う
。
「
山
里
は
漫
才
遅
し
梅
の
花
」
→
句
意
は
、

こ
の
頃
来
る
漫
才
が
ま
だ
来
な
い
。
梅
の
花
が
咲
い
た
の
に
。
楽
し
み
に
し
て

い
る
漫
才
と
共
の
梅
の
花
、
待
春
の
気
持
が
読
む
者
に
沁
み
ま
す
。
こ
の
様
に
、

季
語
の
梅
と
直
接
関
係
な
い
漫
才
と
の
組
合
せ
、
こ
れ
が
取
合
せ
で
す
。 

 （
１
９
）
作
句
へ
の
芭
蕉
の
警
句
、
至
言
（
２
）
不
易
流
行 

不
易
流
行
→
世
に
変
わ
ら
な
い
（
普
遍
性
）
と
今
に
変
わ
る
（
新
し
さ
）
が

作
句
に
大
事
と
言
う
こ
と
で
す
。
今
日
で
は
俳
句
に
手
を
染
め
た
人
な
ら
、
知

ら
な
い
人
は
居
な
い
大
事
な
考
え
方
の
言
葉
。
日
本
の
伝
統
と
新
し
み
の
言
葉

の
発
見
、
斡
旋
を
心
が
け
よ
と
の
主
旨
で
す
。
芭
蕉
の
弟
子
、
支
考
は
、
こ
の

解
説
で
「
古
池
や
蛙
飛
び
込
む
水
の
音
」
が
不
易
流
行
の
句
と
す
る
芭
蕉
の
自

負
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
水
の
音
の
斡
旋
が
当
時
の
意
表
を
突
い
た
新
し
み
、

で
あ
り
ま
し
た
。 

 

＊
な
お
、
今
回
の
俳
句
募
集
に
関
す
る
ご
質
問
は
、
中
央
俳
句
会
事
務
局
で

何
で
も
受
け
付
け
ま
す
。 


